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9. .掴虫感染と栄養との関係にοいて yグ)J~トで騒音は日本電測器製 SLI 及び 14 型を
柳堀喜与志' 用い最大値 115フォーシ電磁オッシロで 300，1000， 
各種栄養状態と畑虫感染との関係についてマウス 
を使用し，豚蜘虫卵を感染せしめ，肺臓内及び肝臓
内移行仔虫について観察した。 
牛肉エキス混合食餌群，カゼイン混合金餌群，低
栄養状態群，ピタミシ A過多食餌群，ピタミシ B. 
Complex過多食餌群，ビタミン C過多食餌群の各
群について成要~~.wß感染後 3 日より 8 日迄の 6 日間，
肺臓内，及び肝臓内の移行仔虫数，仔虫体長を検索
す。
牛肉エキス投与或はカゼイシ投与により宿主の栄
養状態を良好にせる時，及びピタミシ A，ピタミシ
B-Complexの大量摂取を持続する時は宿主は畑虫
感染に対して著しき阻止作用を示す，ピタミシC大
量摂取を持続する時及び栄養失調状態に於ては宿主
の姻虫感染た対する抵抗力の増加或は減少をみな
し、。 
10. An菌保菌者の臨康的所見並がに同苗に対す
各腸内細菌の措抗性に就て 
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An菌保菌者は便秘性糞便者に多く (21.5%)，下 
野j及び軟使者に比較的少なかった (9.5%)。
An菌保菌者は鈎虫卵保卵者に多く (21.9%);東
洋毛様線虫 (20.0%)，姻虫(18.2%)の順であり， 2種
以上の保卵者は 37.8%の多数で、あった。叉重篤なる
胃腸障碍を訴えるもの，及び貧血を訴えるものに多 
く証明され，保菌者は一般に疾病に擢病し易く，一
度擢病した時，殊に夏期に於て，脚気を誘発し易し、。
An菌の腸内細菌との拾抗現象は，酪酸菌は An
菌を一方的に増殖抑制現象を示し，乳酸菌は優位な 
相互拾抗現象を，腸球菌は特別の拾抗現象なく，叉
大腸菌は一方的に増殖を抑制された。
An菌保菌者は脚気誘発因子が加わる事により脚
気を起し易い素因を得てし、る。 
An菌保菌者は酪酸菌及び乳酸菌により，予防乃
至治療の可能性が推定されるo 
11.騒音に闘す.g研究
下回哲夫
騒音の作業者への影響をみる為昭和 28年 9月よ
り30年 8月の間目立多賀工場 IBM室事務員とパン
チャー (20才台女子)14名及び資材課事務員(女
子)7名の疲労測定した。室の東半部は漆喰上塗コ
3000，4000 CpS感覚温度は 28年 8，9月 240C西半
部はコンクリ{ト粗壁.(増築〉で 87フオ{シ 30年
1月 150C8月 270C何れも作業面照度は 300Lux以
上である。疲労測定:聴賞関値正常 (49A Audio.-
meter)作業後増なく，尿 Vakat沃度酸値(西風 
法〉ドナジオ反応〈越智小森氏法〉は耳栓の有無で
差がない，フ!J'Yカ戸作業前後低下率(労研式〉平
均はパシチャー 17.3，事務者 18ム作業の忙閑，通勤
別何れも差がないが資材課7.6と有意差がある。依
て耳栓着用非着用の二群に分ると 3.1，17，7で有意
差があるが増築移転後は差がなし、。以上より増音は 
スロッカー値に影響するが耳栓着用環境改善によっ
てその影響を低減出来季節や作業内容に左右されな
いと報告した。
12.各種動物の大腸菌特に EscherichiacoIi， 
Escherichia coIivar communior，Pa-
racolobactrumの異聞に関す各研究
作田静子
人，鶏，犬，牛，肉食動物より各菌群それぞれ 3-
2株づ L選んで， その免疫血清を作り後一様に頭集
反応を試み，次に其の実験に於て，陰性の成績を示し 
た株より免疫血清を作成し再び全株について凝集反
応を行った。かくて 35の免疫血、清に就て総数 1750
固に及ぶ建築集反応を実施し，新たなる知見を得た。
① 一般に免疫に用いた菌株と同宿主由来の動物菌
株は夫々の免疫血清に対し多く旦高度に護詩集する。
②特に肉食動物由来株は他の人，鶏，犬，牛由来 
株と血清学的に明らかに異っている。③ Paracolo-
bactrumの血清学的分類は， . Escherichia group 
より以上に困難であろうと推定された。④ 自然界
に広汎に分布する大腸菌の血清学的分類は極めて困 
難であり，食餌，還境，習性等がその腸内細菌に血
清学的に複雑な愛異を与えてし、る様に思惟された。 
13.新産児大腸菌の由来に関する研究
薬丸比呂志
人体にとって極めて重要な大腸菌叢が如何ように
形成され，どの様に愛遷して行くかと言う事実は未
だ充分解明されてはL、なし、。著者は母体糞便と新生
児糞便よりその相関を究明し，且つ母体陸内大腸菌
と新生児大腸菌との対比によりその侵入経路を伺い
知ろうと試みた。大腸菌株の固定には特に血清学的
